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　平成19年度「新たな社会的ニーズ

に対応した学生支援プログラム」

　北陸・東海地区意見交換会

事例紹介　　学校法人富山国際学園

　　富山短期大学
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　　昭　　昭和和3838年年 富山女子短期大学　開学開学

　　 平成平成1212年年 男女男女共学共学→→富山短期大学富山短期大学

　　 平成平成1515年年 文科省特色ＧＰに採択文科省特色ＧＰに採択

　　平成平成1919年年 卒業生総数１万卒業生総数１万7,8987,898名名

平成平成2020年度　年度　開学開学4545周年周年

　知性・教養・個性を備え、少子高齢・IT社会

　を担う人材の育成

【教育目標】

【設置学科】

福祉学科（平８）　８０名福祉学科（平８）　８０名

介護福祉士、社会福祉主事

経営情報学科（昭経営情報学科（昭5757）　９０名）　９０名

情報・ﾋﾞｼﾞﾈｽ関係資格、図書館司書

幼児教育学科（昭幼児教育学科（昭4242）　８０名）　８０名

保育士、幼稚園教諭

食物栄養学科（昭食物栄養学科（昭4242）　８０名）　８０名

栄養士、栄養教諭

専攻科食物栄養専攻専攻科食物栄養専攻
（平（平1717）１５名）１５名

管理栄養士、学士（４年制）
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【教育の特色】
１. 短期間で、密度の濃い集中的教育

２. 地域社会と直結した実践的な専門教育

３. 一人ひとりに行き届いたきめの細かい個別教育

４. 総合短大の利点を生かし、幅広い教養と人間性

　　を養う総合教育

「未来計画はここからはじまる」

【社会的使命】
　　　地域に役立つ人材を育成し、地域の

生活・産業・文化の向上に貢献

平成平成1919年度年度学生支援学生支援GPGP選定選定

「「地域をキャンパスとした人間力向上の取組地域をキャンパスとした人間力向上の取組」」

学科の特性を生かした社会参加活動の開発・支援学科の特性を生かした社会参加活動の開発・支援

学校法人学校法人 富山国際学園富山国際学園

富山短期大学富山短期大学
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未来計画の実現
　 （進路支援）

　学科の専門性を生かした社会参加活動

　　　　　（学習支援・課外活動支援）

人間力の向上

【取組の概要】

他者・自己理解を深める 社会性や協調性の涵養

全学的体制で支援 地域との協働

　　　　　 【取組の概要】

　　「ボランティア・地域活動センター」の設置

　１）特色ある地域活動プログラムの開発

　２）学生の地域活動への参加促進

　３）「Webボランティア手帳」システムの開発・活用

　４）地域の諸団体との協働・ネットワークづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業の推進
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　　　　　 【取組の概要】

　　　　 【事業の内容Ⅰ】

　１、「ボランティア・地域活動センター」設置・運営

　　（本取組を推進する学内のセンター事務局）

・関係資料、ボランティア情報、図書、備品の整備

・各学科の地域活動プログラムの開発支援

・地域との連携の充実を図る
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「ボランティア・地域活動センター｣運営組織図

Webボランティア手帳開発事業

　　　学生部、専門委員及び
　　　各学科・専攻科の教員

地域活動参加促進事業

　学生部及び専門委員

「ボランティア・地域活動センター」
　　　　　　　センター会議

　　（センター長・副センター長）

「ボランティア・地域活動センター」運営委員会
　　　　　　（学外委員４名・学内委員４名）

報
告

提
言

評
価

地域活動プログラム開発事業

　　学生部、専門委員及び
　　各学科・専攻科の教員

教授会

　２、学科の専門性を生かした地域活動プログラム
　

　　　の開発支援

　・社会的ニーズや先行事例について調査

　　

　・地域における社会参加活動の実態を把握

　　

　・本学の特色あるプログラムの開発に反映

　　　　 【事業の内容Ⅱ】



7

これまでのボランティア実績

　　　　　　　　外部からの依頼事業

福祉・幼児教育学科中心

　各学科の特性を生かした活動の開発・提案

　　　食物栄養学科/専攻科食物栄養専攻

　食に関する各種行事でのアシスタント

（栄養・料理教室）等
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各学科の特性を生かした活動の開発・提案

幼児教育学科

地域の子育ち・子育て支援プログラム

の企画・運営補助等

各学科の特性を生かした活動の開発・提案

経営情報学科

　Webサイトの作成、商品の企画・開発、高齢者向け

のコンピュータ設定お手伝い、パソコン教室のアシス
タント、画像処理技術を活かしたポスターの作成等
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　各学科の特性を生かした活動の開発・提案

福祉学科

地域福祉交流事業(ふれあいサロン・ミニディサービス・

介護予防教室・レクリエーション活動）等

　

【事業の内容Ⅲ】 Webボランティ手帳の開発・活用
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【事業の内容Ⅳ】

４、地域ネットワークづくりの推進

・関係諸団体との連絡調整からセンターを広報

・各学科のプログラムと地域ニーズのマッチィング

　　　　　　　　　　　　　　　　学生に活動情報を提供

　　　　　　【事業の内容Ⅴ】

　　５、地域フォーラムの開催

　　・本取組の趣旨の公表・普及

　　・地域ニーズの汲み上げを図る
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平成19年度・20年度事業計画の基本方針

　　平成19年度は、学内に「ボランティア・地域活動センター｣
を設置し、特色ある地域活動プログラム開発支援、「Web

　ボランティア手帳」システムの開発・活用、地域の諸団体

　との協働・ネットワークづくりなどの推進により地域ニーズ

　を汲み上げるとともに、各学科で想定される活動プログラ
ムとのマッチングを行い、学生が具体的に活動展開できる

　条件整備を図る。

　　平成20年度は、平成19年度の事業の継続と、学生の地

域活動参加促進事業の取組みや、事業の普及、公表、評
価などを予定。

平成19年度事業報告
選定内定後、学生支援GP説明会を実施



12

平成19年度の事業報告

「ボランティア・地域活動センター｣の設置・運営
平成平成1919年年1111月月2222日日開設開設

　　　　富山短大　

「ボランティア・地域
活動センター」開設

平成19 年11 月23 (金) 

　富山新聞P 17 朝刊
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　平成20 年1 月31 日(木) 

　北日本新聞P 31 朝刊

　平成20年1月30日（水）

「ボランティア・地域活動
センター」運営委員会開催

平成19年度の事業報告

「学科の特性を生かした地域活動
プログラム」の開発支援

　　・社会的ニーズや先行事例について調査

　　　（各学科・事務局の推進役が視察研修を実施）

　　・地域における社会参加活動の実態を把握

　　　（センター教職員を中心に施設・諸団体を訪問）

　　・本学の特色あるプログラムの開発に反映予定
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平成19年度の事業報告

「Webボランティア手帳」システムの開発

・新年度より運用予定

「地域ネットワークづくり」の推進

・関係諸団体との連絡調整からセンターを広報

・各学科のプログラムと地域ニーズのマッチィング

　（センター教職員を中心に施設・諸団体を訪問）

平成19年度の事業報告
平成20年3月1日地域フォーラム開催

「人間力向上とボランティア活動」
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地域の反応

１、地元呉羽地区自治会の会合で本学の取組の
説明依頼（自治振興会会長より）

２、プロ野球北信越BCリーグ富山サンダーバー

ズからの提案

３、富山県民共生センター「サンフォルテ」

　指定管理者：（財）富山県女性財団からの提案
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北信越BCリーグ富山サンダーバーズの提案

【趣旨】

　　学生の地域への貢献を通して、人間力向上に取組む姿勢が、

球団理念であるスポーツを通して地域の活性化を図るという目
的と一致するため、相互の資源を生かせるボランティア・地域
活動の場をともに考え、お互いに取組むことでそれぞれの理念
を具体化し、地域に貢献する行動につなげたい。

【事業内容】

　・エコ活動を展開するため、選手と観戦客で試合後の清掃活動

　　やエコバッグ、エコカップの販売

　・高齢者・障害者の誘導、観戦客の子ども一時預かりなど

　　

　

（財）富山県女性財団からの提案

一時保育受講する方々のお子さんの一時保育サンフォルテ保育サポーター

受付、案内、誘導、アシスタントワークショップ展示サンフォルテフェスティバル

パソコンのアシスタント、一時保育ワード3級、エクセル3級の資格取得を支援就業支援技術講習

パソコンのアシスタント、一時保育再就職を目指す女性のパソコン講座パソコン入門講座

サンフォルテ図書ニュースの編集・発行等サンフォルテ図書館蔵書の紹介図書ニュースの作成

絵本の読み聞かせNPOへの本の貸し出しえほん巡回文庫

小学生の誘導等の手伝い理科の実験ジュニアサイエンスセミナー

料理教室アシスタントおもてなし料理、あったか料理づくり男性料理教室

ポスター・チラシ制作、グループのお世話、誘導幼稚園、小学生低学年児童のかるた大会サンフォルテかるた大会

受付・写真撮影の手伝い及び受講「考える力、表現力」を伸ばすワークショップ表現力をみがくセミナー

ポスター・チラシ制作等公開講座・講演会男女共同参画の施策あゆみ展

企画・実施・運営男女共生のディベート等共生トーク

活 動 内 容内　　　容事　業　名
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今後の課題

１、学生のモチベーションをどう高めるか

２、ボランティアニーズと学生の活動時間の確保

３、活動の単位化の検討

４、学生の意見の反映（運営委員会の構成検討）

ご清聴ありがとうございました


